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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タンク底部（５）、タンク頂部及び少なくとも一つのタンク側部を有する少なくとも１
つのタンク（１）と、
　前記タンクの外側において、前記タンク底部（５）から始まって、前記タンク頂部（７
）の付近まで少なくとも１つのタンク側部（６）を介して延びる前記タンク側部（６）と
接触して配置されている少なくとも１つの局所通気ヒータ（４０）と、
　前記タンク底部（５）に配置され、少なくとも１つのヒータ（２９）を有するチャンバ
（９）と、
　前記チャンバ（９）内に配置される、液体の送給ユニット（８）と、
　前記送給ユニット（８）からその外側に延び、前記少なくとも１つの局所通気ヒータ（
４０）が少なくとも部分的に共に形成される、被加熱噴射ライン（１２）と、
を備える装置。
【請求項２】
　前記ヒータ（２９）は、少なくともチャンバ側壁（３４）またはチャンバ頂部側（３５
）と熱伝導接触状態に配置される少なくとも１つの電気加熱セグメント（３３）によって
実現される、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記チャンバ（９）の高さ（３７）方向において複数の加熱セグメント（３３）が設け
られる、請求項２に記載の装置。
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【請求項４】
　前記チャンバ（９）の頂部側（３５）の領域において熱絶縁層（２８）が設けられる、
請求項１～３のいずれか一項に記載の装置。
【請求項５】
　前記ヒータ（２９）は、異なる熱膨張係数を有する２つの異なる材料から形成される自
己制御可能な少なくとも１つの加熱セグメントを含む、請求項１～４のいずれか一項に記
載の装置。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのヒータ（２９）は、充填レベルゲージ（４）として設計される、
請求項１～５のいずれか一項に記載の装置。
【請求項７】
　前記チャンバ（９）に近い前記タンク底部（５）上に少なくとも１つの熱伝導手段（３
９）が配置される、請求項１～６のいずれか一項に記載の装置。
【請求項８】
　前記熱伝導手段（３９）は、前記チャンバ（９）を固定する、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記タンク（１）から前記チャンバ（９）内への液体（２）用の排出ライン（１０）お
よび前記チャンバ（９）から前記タンク（１）内への液体（２）用の戻りライン（１１）
が設けられ、前記排出ライン（１０）および前記戻りライン（１１）は、前記チャンバ（
９）内の異なる位置に配置される、請求項１～８のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１０】
　少なくとも前記排出ライン（１０）または前記戻りライン（１１）は、ドレンブロック
（３１）を有する、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記排出ライン（１０）は、前記タンク底部（５）の近くに配置される一方、前記戻り
ライン（１１）は、前記チャンバ（９）のチャンバ上側（３５）に配置される、請求項９
または１０に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タンク底部を有するタンク、および液体のための送給ユニットを備える装置
に関する。その液体は、特に、排ガス後処理のための液体還元剤である。
【背景技術】
【０００２】
　内燃機関の排ガス流中の窒素酸化物（ＮＯｘ）を取り除くために、排ガス流中に存在す
る窒素酸化物を触媒コンバータによって元素の窒素（Ｎ２）および水（Ｈ２Ｏ）に変換す
るように、液体還元剤は、排ガス流の内部に噴射されることが好ましい。液体還元剤とし
て、活性物質（例えばアンモニア（ＮＨ３）および／または尿素（ＣＨ４Ｎ２Ｏ））は、
好ましくは水に溶かして加えられる。液体還元剤を格納するために、還元剤をタンクから
排ガス流まで送給することが可能であるように、送給ユニットと相互に作用するタンクは
、設けられる。
【０００３】
　定義済み量の還元剤をすべての作動条件の下で排ガス流に供給するために、多くの技術
的課題は、この還元剤の送給および格納と関係している。これらの課題は、特に、液体還
元剤（特に水性尿素溶液）が凍結可能であるという事実に基づく。液体還元剤が凍結する
のを防止するために、水性尿素溶液の凝固点（通常はほぼ－１１℃である）を－４０℃ま
で低下させる結果をもたらす例えば不凍剤を加えることは、可能である。
【０００４】
　この種の不凍剤または凝固点降下剤が使われるときでさえ、それにもかかわらず排ガス
流中の窒素酸化物が自動車両の近くの極低温でさえ減少することが確実でなければならな
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い。この目的のために、還元剤を最初に融解または溶解することが必要でもよい。この目
的で、タンクおよび／またはタンクの部分的なボリュームを加熱するためのさまざまな解
決法は、すでに提案された。しかしながら、これらの解決法は、液体還元剤が排ガス流に
確実に加えられることができるような方法で融解および凍結を繰り返し実行するために、
あまり適していない。
【０００５】
　液体還元剤がタンク底部の近くで、およびタンク底部で抽出されるときに、特定の問題
点が生じる。この場合、例えば、凍結還元剤はタンク底部上のヒータによって融解される
ことができるけれども、上方に位置する凍結液体の領域に達することができず、したがっ
て氷の厚い殻は取り除き位置周辺に残ることが分かった。しかしながら、吸い込みによる
液化還元剤の抽出は、結果として真空になる。そして、それに対して、通常ここで使用さ
れるポンプは、作動することができない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　これに基づいて、本発明の目的は、従来技術に関して概説される課題を少なくとも部分
的に解決することである。
【０００７】
　特に、目的は、加熱戦略または熱管理を特定することで達成されることを意図する。そ
して、それによって、凍結還元剤の目標とされるおよび十分な融解は、開始の直後にすで
に達成される。この場合、プロセスで作り出される９０℃を超える表面温度に達する局所
的ホットスポットなしで、特に熱の集中導入は、所望される。さらに、適切な場合、機能
性または目標とされる方法での加熱戦略に影響を及ぼす保障措置が提案されることを目的
とする。
【０００８】
　さらなる目的として、特に実質的に泡のない送給が可能になるように、融解プロセス中
にまたは融解プロセスの直後に液体還元剤の満足できる取り除きを正確に可能にする方策
が特定されることは、述べられなければならない。
【０００９】
　さらにまた、取り除き位置の近くの熱管理を、そしてまたタンクにすでに送給された還
元剤の適切な戻りラインを経由しての液体還元剤の満足できる取り除きを改善することは
、本発明の目的である。
【００１０】
　本発明のさらなる目的は、融解プロセス中にまたは融解プロセスの直後に、融解の程度
または液体還元剤の充填レベルについてのより正確な知識が提供される方策を提案するこ
とである。
【００１１】
　さらなる目的は、凍結プロセスが目標とされる方法ですでに進行して、そうすると、タ
ンクのコンポーネントまたはタンク自体はより小さい負荷を受けて、および／または融解
はその後促進される方策を特定することである。
【００１２】
　加えて、タンクがエネルギーに関して有利な方法で加熱されることを達成することを目
的とする。その結果、できるだけ小さいエネルギーが自動車両によって利用可能でなけれ
ばならない。
【００１３】
　さらに部分的な目的は、装置を、それが検査目的および／または保守目的のために扱う
のが容易であるように設計することと考えられる。特に、タンクが完全に空にされないと
きに、送給ユニットの検査および／または保守が可能であることも目的とする。
【００１４】
　さらにまた、還元剤が取り除かれるときに、加熱中の真空の形成が回避される特定の方
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策があることを目的とする。この場合、低い技術的な複雑さができるだけ実施されること
を目的とする。
【００１５】
　上述した目的のうちの少なくとも１つを達成するために、請求項１の特徴による装置は
、提案される。有利な展開（必要に応じて本発明のさらなる目的に関係する）は、従属請
求項において与えられる。個々に請求項にリストされる特徴が所望に応じて技術的に賢明
な方法で互いに組み合わされることができて、本発明の別の実施形態を示すことができる
点に留意する必要がある。記述は、特に図に関連して、本発明を説明して、付加的な例示
的実施形態を与える。
【００１６】
　したがって、タンク底部を有する少なくとも１つのタンク、および液体のための送給ユ
ニットを備える装置は、ここで提案される。送給ユニットは、タンク底部上のチャンバ内
に配置され、チャンバは少なくとも１つのヒータを有する。
【００１７】
　タンクは、原則として金属および／またはプラスチック材料で実現されることができる
。概して、タンクは、自動車両の環境または空間条件に適合するので、複雑な形態を有す
る。タンクは、１つの部品で作ることができる。しかしこれは不可欠ではない。概して、
タンクは、タンク底部、１つ以上のタンク側部およびタンク頂部を割り当てられる。そし
て、それらは共に、タンクの内部またはタンクボリュームを定める。もちろん、タンクは
複数の部分ボリュームに細かく分割されることも可能である。そうすると、液体の（異な
る）量は、異なる部分ボリュームに格納されることができる。
【００１８】
　装置はまた、概して設けられる正確に１つの（個々の）送給ユニットを含む、少なくと
も１つの送給ユニットを備える。この場合、送給ユニットは、液体がタンクから運搬され
ることができるコンポーネント（例えば、液体導通ラインのような受動コンポーネント、
および、例えば、液体の処理、変換、加熱などの装置のような能動コンポーネント）を備
える。この点に関して、送給ユニットは、液体のための少なくとも１台のポンプおよび対
応する送給ラインを備えることが好ましい。必要であれば、送給ユニットがさらなるコン
ポーネント（例えば、少なくとも１つのフィルタ、少なくともセンサおよび／または少な
くとも１つのバルブ）を有することは、可能である。電子的または電気的コンポーネント
（例えば回路、メモリまたはコンピュータ等）もまた、送給ユニットに統合されることが
できる。
【００１９】
　「液体」は、特に、少なくとも室温で液体の状態にある物質を意味することが理解され
る。特に非常に好ましくは、液体は、内燃機関の排ガスにおいて生じるような窒素酸化物
の処理のための還元剤である。例えばアンモニアに加えて、液体還元剤は、例えばアンモ
ニア前駆体（例えば尿素）であることも理解される。液体還元剤は、加えて、少なくとも
１つの凝固点降下物質、そしてまた送給を妨げない小さい粒子を有することができる。こ
の点で、「液体」は、特に正確にこの種の還元剤にとっての総称である。
【００２０】
　本発明による装置の送給ユニットは、タンク底部上のチャンバ内にこの場合配置される
。チャンバは、隣接するタンク底部から特に内側に案内される凹み（ｉｎｄｅｎｔａｔｉ
ｏｎ）、凹部、セットバックその他を表す。したがって、チャンバは、タンク底部から始
まって、チャンバ高さを形成する。チャンバは、タンク内に保存されて少なくとも部分的
に送給ユニットに収容される液体を含まない。チャンバは、代わりに、タンク内に保存さ
れる液体で同様に少なくとも部分的に満たされるかまたは溢れることもできる。したがっ
て、タンク内のチャンバの押しのけ容積は、減少することがありえる。チャンバは、タン
ク底部の統合された部分または別々の取付け部分でありえる。好ましくは隣接するタンク
底部のレベルで、チャンバが閉じることも好ましい。チャンバがタンクに関して中心を外
れて（すなわち１つのタンク側部付近に）配置されることは、さらに好ましい。
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【００２１】
　チャンバは、好ましくはタンク底部から延びるけれども、チャンバがタンクの側壁上に
配置されて、タンクのこの側壁から延びることも可能である。しかしながら、この場合、
チャンバがタンク底部の近くに配置されることは、好ましい。ここで、タンク頂部側より
もタンク底部により近い位置が、特に提案される。タンク頂部側からおよびタンク底部か
らのチャンバの距離は、例えば、チャンバの仮想の中心位置と、タンク頂部側の仮想面か
らのその距離、およびタンク底部の仮想面からのその距離を経て、決定されることができ
る。タンク頂部側のまたはタンク底部の仮想面は、タンク頂部側のまたはタンク底部の位
置を実質的に再生する。タンク底部またはタンク頂部側の形状または凹所は、ここで考慮
される必要はない。好ましくは、タンク頂部側の面からのこの種の仮想の中心位置の距離
は、タンク底部の面から中心位置の距離の２倍以上でさえあり、そして特に好ましくは５
倍以上である。
【００２２】
　チャンバが少なくとも１つのヒータを有することも、ここで提供される。この場合、ヒ
ータが電気エネルギーによって作動されることは、特に非常に好ましい。ヒータは、原則
として、別に実現されることができて、送給ユニットの一部でありえて、および／または
、チャンバ壁にまたはその上に配置されることができる。
【００２３】
　ここで提案される装置は、多くの利点がある。タンク内に突出するチャンバは、送給ユ
ニットのスペースをとらない配置を許容する。送給ユニットが底部に近いこともまた、例
えばタンク頂部に配置される送給ユニットを介して液体が取り除かれるタンクと比較して
、タンクの構造にかかわりなく、液体についてタンクを完全に空にすることを許容する。
さらにまた、タンク内に突出するチャンバのヒータによって、熱は、融解中に、氷に対し
てより深くまたはさらに内部に導入されることができる。このようにして、加熱される表
面積もまた、局所的に増加する。比較的急な（タンク底部に対して実際にほとんど垂直に
延びる）チャンバ側壁を有するチャンバの好適な輪郭はまた、融解された還元剤がタンク
底部の定義済み領域に誘導されて流れることに至る。そうすると、大量の液体はここで急
速に融解されることができて、取り除き位置へ運搬されることができる。
【００２４】
　本発明の１つの展開によれば、絶縁層がチャンバの頂部側の領域に少なくとも設けられ
ることは、提案される。熱絶縁層がヒータを有するチャンバ壁と送給ユニットを有するチ
ャンバ内部との間に位置することは、この場合特に非常に好ましい。適切な場合、チャン
バの内部または送給ユニットに向かうヒータに隣接する全ての領域は、１つ以上の熱絶縁
層手段で実現されることができる。チャンバが環境に向かうチャンバ頂部側の反対側に絶
縁層を有しないこともまた、特に非常に好ましい。これにより達成されることが意図する
ことは、特に、少なくとも１つのヒータにより提供される熱が、チャンバに隣接するタン
ク内の液体に直接導入されて、そしてチャンバの内部または送給ユニットには直接導入さ
れないかまたは非常に減少した方法で導入されるということである。さらにまた、このよ
うにして、外側からの冷たい作用の場合には、熱的に絶縁されたチャンバ壁のすぐ近くの
液体ではなく、送給ユニットが最初に凍ることは、可能である。これは、取り除き位置で
の長期の冷たい作用の場合でさえ、装置の信頼性が高い作動を確実にし、そして凍結の場
合に液体の急速な融解（前記融解はエネルギーに関して有利である）もまた確実にする。
熱絶縁層は、金属またはプラスチック材料よりも特に低い熱伝導率を有する。好ましくは
、熱絶縁層は、少なくともセラミックまたは連続気泡発泡体から成る。
【００２５】
　本発明の１つの展開によれば、ヒータが少なくともチャンバ側壁またはチャンバ頂部側
と熱伝導接触状態に配置される少なくとも１つの電気加熱セグメントによって実現される
ことも、提案される。いずれの場合も、少なくとも１つの電気発熱体がチャンバ側壁上に
または側壁内に配置され、そして、少なくとも１つの発熱体がチャンバ頂部側上にまたは
頂部内に配置されることは、特に非常に好ましい。電気発熱体として、電気加熱線（例え
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ば電熱線、加熱箔等）が選択（ｐｒｅｆｅｒｅｎｃｅ）されてもよい。ヒータは、正の温
度係数を有する加熱エレメントを有する少なくとも１つの発熱体を有することもできる。
この種の発熱体は、ＰＴＣ発熱体（ＰＴＣ＝正の温度係数）とも呼ばれる。ヒータは、特
にチャンバの内部から、チャンバ壁に印刷されることができておよび／または粘着して結
合されることができる。ヒータが一種のクランプとともにチャンバ壁に固定されることも
、可能である。例えば、ヒータは、クランプによってチャンバ壁の外側および／または内
側に対して押圧されることができる。目標とされる方法で特に調整されることができる適
切な電源は、ヒータの電気加熱セグメントを作動させるために設けられる。
【００２６】
　この文脈において、複数の加熱セグメントがチャンバの高さ方向に設けられることは、
特に好ましい。換言すれば、これは、タンク底部から始まってチャンバ頂部側の方向に、
特にチャンバのまわりに延びて、好ましくは互いに平行に配置される複数の加熱セグメン
トが設けられることを意味する。これらの加熱セグメントは、特に互いに個々に作動され
ることができるかまたは調整されることができる。加えて、これらの加熱セグメントが、
特にその個々の発熱量に関して異なる方法で実現されることも、可能である。
【００２７】
　この場合、加熱セグメントの潜在的加熱線がチャンバの高さ方向において底部から上部
に減少することは、特に非常に好ましい。換言すれば、これはまた、タンク底部の近くに
配置される加熱セグメントがチャンバ頂部側のより近くに配置される加熱セグメントより
も多くの熱をタンクの内部にもたらすことができることを意味する。
【００２８】
　１つの展開によれば、ヒータが少なくとも１つの自己制御加熱セグメントから成ること
も提案される。特に、これは、（自動の）監視および制御が起こることを意味し、そして
、液体に向かってチャンバと接触する領域の定義済み温度が上回らないことを意味する。
この場合、発熱量は、約０℃の液体の温度で、チャンバ壁の最高表面温度（例えば９０℃
またはわずか７０℃さえ）が、例えば有意な液体の割合が融解プロセス中に存在しない領
域においてさえ上回らないように構成されることができる。この目的のために、例えば、
温度に依存する（電気的な）抵抗値変化を受けて、したがって、抵抗値変化の結果として
発熱量自体を調整する加熱材料を使用することができる。この文脈において、ＰＴＣ発熱
体は、自己制御式である。自己制御発熱体を形成するさらなる可能性は、バイメタルスイ
ッチによって提供される。バイメタルスイッチは、異なる熱膨張係数を有する２つの異な
る材料から形成される。バイメタルスイッチは、温度が閾値温度を越えるとすぐにそれが
電気的接続を遮断するように形成されることができる。この種のバイメタルスイッチは、
ヒータを定義済み加熱温度に自動的に調整するために、ヒータに設けられることができる
。自己制御発熱体のために、発熱体の範囲内で、温度センサ、調節器および可変抵抗から
成る別々の制御装置を設けることも可能である。
【００２９】
　適切な場合、追加のスイッチ（特にサーモスタットスイッチとして知られた）は、個々
の加熱セグメントのための２ポイントの調節を行うために設けられることもできる。
【００３０】
　本発明のさらなる態様によれば、少なくとも１つのヒータが充填レベルゲージとして設
計されることも、提案される。これは、ヒータが温度に依存する電気抵抗を有する加熱材
料によって実現される場合に特に適用する。タンクに向かう環境とヒータとの接触の結果
、異なる温度は、チャンバ内の異なる高さで決定されることができる。したがって、液体
の程度またはチャンバ周辺の液面の高さに関する情報は、融解期間の間正確に得ることが
できる。これは、特に、例えばタンク全体のための充填レベルゲージがおそらく設けられ
る場合も、タンク内の液体の大部分がまだ凍結する状態にも関係する。充填レベルまたは
液面を決定するために、特にエネルギー解析は、ここで使用されることができる。タンク
の内容を加熱するために必要なエネルギー量は、少なくとも特定の温度領域で、充填量に
比例する。したがって、タンク内に導入される加熱エネルギーの量からタンクの充填高さ
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を結論付けることは、可能である。
【００３１】
　タンク内の液体の比熱容量は、通常、液体の物質の状態に依存する。凍結した水は、例
えば、２．０６ｋＪ／（ｋｇＫ）［キロジュール・パー・キログラム・ケルビン］の比熱
容量を有する。液体の水は、４．１９ｋＪ／（ｋｇＫ）［キロジュール・パー・キログラ
ム・ケルビン］の比熱容量を有する。還元剤としてしばしば使われる尿素／水溶液は、物
質の対応状態に見合う熱容量を有する。したがって、凍結した液体を加熱するかまたは液
状の液体を加熱するために、エネルギーの異なる量は、必要とされる。これは、エネルギ
ー解析の文脈において、タンクを充填する物質の状態を決定するために用いることができ
る。
【００３２】
　エネルギー解析を改善してモニタするために、タンク内のおよび／またはチャンバ上の
追加の温度センサとして導体トラックを適応することも、可能である。これらの温度セン
サからの温度信号は、エネルギー解析の考慮に入れられることもできる。
【００３３】
　本発明の１つの展開によれば、ヒータは、冷却材ヒータから成ることもできる。冷却材
ヒータは、エンジンの冷却材が流れる冷却コイルの方法で構成されることができる。この
種の冷却コイルは、チャンバの内側および／または外側でチャンバ壁上に設けられること
ができる。
【００３４】
　本発明のさらなる態様によれば、少なくとも１つの熱伝導手段は、チャンバの近くでタ
ンク底部に配置されることができる。これは、チャンバによって発生する発熱量が、（受
動的な）熱伝導手段を介してチャンバの（付近のまたは隣接する）環境内に、特にそこに
位置するタンク底部内に導かれることを特に意味する。この目的のために、別々のおよび
／または統合される熱伝導手段は、タンク底部でまたはタンク底部に設けられることがで
きる。熱伝導手段は、特に、タンク底部内に鋳込まれる（ｃａｓｔ）金属リング（例えば
、ＳＡＥコネクタとして知られる）および／または（一体的に鋳込まれる）ポットまたは
（一体的に鋳込まれる）スリーブでありえる。そしてそれは、チャンバのまわりに一種の
窪みまたは溝を形成するかまたは少なくとも部分的に境界を示す。もちろん、チャンバ壁
上に熱伝導手段を設けて、そして、ヒータによって発生する発熱量をチャンバの表面を（
も）経てタンクの内部に分配することは、同様に可能である。熱伝導手段は、金属材料に
より形成されることが好ましい。
【００３５】
　選択（ｐｒｅｆｅｒｅｎｃｅ）は、熱伝導手段がチャンバを固定するのに役立つ実施形
態にも与えられる。
【００３６】
　したがって、熱伝導手段は、同時にチャンバ固定手段の一部または全部であり得る。そ
うすると、チャンバ固定手段および熱伝導手段の単純な実施形態は達成されることができ
る。
【００３７】
　本発明のさらに別の態様によれば、タンクからチャンバ内への液体のための排出ライン
およびチャンバからタンク内への液体のための戻りラインが設けられる装置も提案される
。そして、排出ラインおよび戻りラインは、チャンバ内の異なる位置に配置される。特に
非常に好ましくは、排出ラインは、戻りラインよりも低い高さに配置される。排出ライン
がタンク底部の近くに配置されて、一方、戻りラインが排出ラインの反対側でチャンバ側
壁上におよび／または（特に非常に好ましくは）チャンバ頂部側に配置されることは、特
に非常に有利であると考えられる。排出ラインおよび戻りラインのこの種の配置について
は、気泡（戻りラインを介してタンク内に戻されてよい）が排出ラインによって再び直接
引き込まれないことを保証することができる。さらにまた、このようにして、すでに送給
された、したがってまた概して加熱された液体が、タンクの他の領域に供給されることは



(8) JP 5848257 B2 2016.1.27

10

20

30

40

50

、融解プロセス中に氷がまだ予想されないという点で、可能である。この目的のために、
戻りラインは、チャンバ頂部側の近くに延びる小さい管、ノズル等で実現されることがで
きる。加えて、バッフル構造は、チャンバ壁上に、特にチャンバ頂部側上に形成されるこ
とができる。バッフル構造によって、液体は、チャンバ壁に沿って目標とされる方法で（
特に一様に）戻りラインを介して流れ戻り、したがって、迅速にかつ泡のない方法で排出
ラインの近くの液貯蔵部へと供給されることができる。個々の排出ラインおよび戻りライ
ンがここに常に付託される場合であっても、その数は、例えば複数の戻りラインが設けら
れるように変更されることができる。さらにまた、ブロッキング手段が複数のコンポーネ
ントまたは流体管路に（共同で）影響も及ぼし得ることに注意されたい。
【００３８】
　しかしながら、排出ラインおよび戻りラインが共に直接位置することは、有利でもあり
える。しかしながら、戻りラインから出て行く気泡が排出ラインとできるだけ接触しない
ために、それから、戻りラインは排出ラインよりも上に配置されることが好都合である。
この種の構成において、おそらく１つの開口部だけは、排出ラインおよび戻りラインが通
過するためにチャンバ壁に必要である。したがって、必要なシールの数は、減少すること
ができる。
【００３９】
　上述の装置の特に好適な実施形態によれば、少なくとも排出ラインまたは戻りラインが
ドレンブロックを有することも提案される。特に非常に好ましくは、排出ラインおよび戻
りラインの両方がドレンブロックを有する。ドレンブロックは、電気作動ユニット（例え
ばバルブ等）および／または機械作動ユニット（フラップ、ばねシステム等）によって実
現されることができる。ドレンブロックは、この場合、ドレンブロックが起動するときに
液体が排出ラインおよび／または戻りラインを流通することを防止されるように形成され
る。これは、特に、例えば検査目的のためにまたは保守のために、送給ユニットがチャン
バから取り出されるかまたはタンクからチャンバと共に取り外される場合に関係する。こ
の種のドレンブロックは、したがって、送給ユニットが取り外されるときにまたはその後
に、まだタンク内に存在する液体が出ることを不可能にする。特に非常に好ましくは、ド
レンブロックは送給ユニットおよび／またはチャンバ壁のうちの少なくとも１つのコンポ
ーネントと相互作用する。そうすると、送給ユニットのまたはチャンバの適応した状態で
、ドレンブロックは自動的に開き、そして取り除きに応じて自動的に閉じる。
【００４０】
　本発明のさらに別の態様によれば、タンクが、タンク底部で液体のための排出ラインか
ら始まって、タンク頂部の付近まで少なくとも１つのタンク側部を介して延びる少なくと
も１つの局所通気ヒータを有する装置もまた、提案される。通気ヒータは、タンク内の液
体が凍結するときに、それがタンクの境界で少なくとも１つのチャネルを形成するように
、特に正しい方向に置かれるかまたは構成される。したがって、熱の局所的な集中導入に
よって実質的に中断しない方法で連続領域が形成されるように、通気ヒータは凍結液体に
熱を供給する。この通気ヒータは、この場合、タンク底部で液体のための排出ラインから
始まり、タンク側部に沿ってタンク側部まで、そしてそれからタンク頂部の付近までタン
ク側部に沿って連続的に延びる。これは、通気ヒータがタンク側部の高さの少なくとも５
０％以上、好ましくは少なくとも８０％以上、そして非常に好ましくはタンク内の液体の
最大充填レベルまで延びることを特に意味する。このようにして、タンク内で液体よりも
上に位置するガスボリュームと、排出ラインとの間の結合（それを通してガスは流れるこ
とができる）は、通気ヒータを経て信頼性が高い方法で実現される。したがって、排出ラ
インのまたはチャンバの領域の真空の形成は、正確に防止される。原則として、（別々の
）通気ヒータが特にこの目的のために設けられることは、可能である。しかし、例えばタ
ンクの広範囲なヒータを局所的に、すなわち、タンク側部に関して小さく、特定の程度（
目標とされるかまたは別々の方法で）に正確に定められかつ区切られる領域において、加
熱することも可能である。
【００４１】
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　この点について、少なくとも１つの局所通気ヒータがタンク内のガイドに直線的に配置
されることは、有利であるとも考えられる。この目的で、溝がタンクの境界（タンク底部
、タンク側部）上にまたは境界内において外部的におよび／または内部的に設けられるこ
とは、可能である。前記溝は、タンク底部またはタンク側部に対して別々のコンポーネン
トとして適合されることができるが、しかし、統合化、統合された構成は、好ましい。タ
ンクが作られるのと同時にガイドがすでに形成されることは、特に非常に好ましい。ガイ
ドがタンクの内部に向けて形成される場合には、それは形成されるべきチャネルのための
境界としておよび／または周辺に浮いている氷の部分のための保護として、任意に（部分
的に）役立つことができる。ガイドがタンク上に外部的に設けられる場合には、それはヒ
ータを固定するために役立つことができる。ガイドは、通気ヒータのための特に部分的な
エンクロージャを表す。
【００４２】
　さらにまた、少なくとも１つの局所通気ヒータが、送給ユニットから液体のためのイン
ジェクタまで延びる被加熱噴射ラインと共に少なくとも部分的に形成されることは、特に
有利であると考えられる。正確に本発明の応用分野において、移動内燃機関の排ガス中の
窒素酸化物の還元の間、液体または還元剤は、インジェクタへの送給中に加熱される。こ
の目的のために、電気ヒータを有するパイプおよび／またはホースは任意に使用される。
この被加熱噴射ラインをタンクとの熱伝導接触に配置することは、ここで提案される。そ
うすると、そこで発生する熱は、タンク底部および／またはタンク側部に対しても発する
。適切な場合、この目的で、熱がタンク内に位置する液体に有意な程度に発することがで
きるためにも、被加熱噴射ラインの熱絶縁手段は、少なくとも一部が取り外されなければ
ならない。代わりに、または加えて、被加熱噴射ラインは、それが異なる熱伝達係数を有
する少なくとも２つの小領域を有するように構成されることができる。これは、例えば、
異なる熱絶縁層を有する小領域の形成によって実現されることができる。特定の選択（ｐ
ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ）は、この場合、第１の熱伝達係数を有する第１の小領域がタンク上
に配置される一方、タンク上に配置されない第２の小領域が第１の熱伝達係数よりも低い
第２の熱伝達係数を有する実施形態に与えられる。原則として、被加熱噴射ラインがタン
クの内部を通ってガイドされることは可能である。しかし、被加熱噴射ラインが外部的に
配置されたガイドに固定される実施形態が選択（ｐｒｅｆｅｒｅｎｃｅ）されてもよい。
第１の場合において、被加熱噴射ラインの第１の小領域は、好ましくは、タンクの内部を
通ってガイドされるその小領域である。一方、被加熱噴射ラインの第２の小領域は、タン
クの外側に位置するその小領域である。
【００４３】
　選択（ｐｒｅｆｅｒｅｎｃｅ）は、ガイドが解放可能に閉鎖可能なカバーに接続してい
る熱絶縁層が形成される実施形態に与えられる。
【００４４】
　これは、都合のよいことに、外側に向かう伝熱が、熱絶縁層の結果として、タンク内へ
の伝熱よりも少ない実施形態を許容する。解放可能な閉鎖可能性のせいで、ガイドおよび
その内部に収容されるコンポーネントは、検査または保守のために容易にアクセスするこ
とができる。
【００４５】
　さらにまた、少なくとも１つの局所通気ヒータを、タンクを自動車両に固定するための
手段と共に少なくとも一部形成することも、可能である。この種の装置が自動車両に固定
されるときに、例えば、張力のかかったストラップとして知られたストラップが使用され
る。そしてそれは、タンクの外側に部分的に当接する。この種の張力のかかったストラッ
プは、ヒータで構成されることもできて、それらの接触部材を経由して熱をタンクの内部
に導入することもできる。したがって、これらのコンポーネントは、タンクの境界付近で
チャネルの目標とされる形状のための局所作用を有する少なくとも１つのこの種の通気ヒ
ータを形成するために用いることもできる。
【００４６】
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　本発明の好適な応用分野は、内燃機関を有する自動車両に還元剤を提供するための装置
の形の装置である。そしてそれは、排ガスシステムに排ガスを発する。還元剤を提供する
装置は、この場合、タンクが自動車両に固定されるという点で、自動車両に組み込まれる
。還元剤を提供する装置は、特に適切な制御手段を用いて、必要に応じて排ガスシステム
に還元剤を供給するように設計される。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
　本発明およびまた技術分野は、図を参照して以下の文章においてより詳細に説明される
。図は、しかしながら、本発明が制限されない特に好適な実施形態を示す点に留意する必
要がある。図において、同一のコンポーネントは、同一の参照符号を備える。図は、概略
的である。
【図１】図１は、自動車両のタンクおよび送給ユニットを有する装置を示す。
【図２】図２は、部分的に絶縁されたチャンバを有する装置の詳細を示す。
【図３】図３は、複数の加熱セグメントを有するチャンバを示す。
【図４】図４は、チャンバ内のコンポーネントの保守しやすい配置を有する装置の詳細を
示す。
【図５】図５は、局所通気ヒータを有する装置のさらなる実施形態を示す。
【図６】図６は、局所通気ヒータの実施形態の詳細を示す。
【図７】図７は、特別な液溜めヒータを有する装置の実施形態の詳細を示す。
【図８】図８は、特別な液溜めヒータを有する装置のさらなる実施形態の詳細を示す。
【発明を実施するための形態】
【００４８】
　図１は、液体２を格納するための、特に液体還元剤（例えば、水性尿素溶液）を格納す
るための自動車両２２を概略的に示す。タンク１は、その境界壁により内部を形成する。
そしてそれは、上のタンク頂部７、底に配置されるタンク底部５、および両者間に位置す
るタンク側部６によってここで形成される。ここで例示されるタンク１は、加えて、その
タンク頂部７に充填口３を有する。そして、それを介して、タンク１は必要に応じて液体
２を充填されることができる。この種のタンク１が１つ以上の充填レベルゲージ４を有す
ることも従来どおりである。そして、それを経由して、タンク１内の液体２の現在の充填
レベルは決定されることができる。
【００４９】
　内部に送給ユニット８が配置されるチャンバ９は、タンク底部５上に中心を外れて形成
される。チャンバ９内に液体２はないが、しかしむしろ、タンク１からインジェクタ１７
まで液体２を送給するためのコンポーネントはそこに配置される。この場合、送給ユニッ
ト８は、タンク底部５の近くに同様に配置される排出ライン１０を介して、タンク１の内
側から液体２を搬送する。送給ユニット８は、（排出ライン１０から始まって、ここで与
えられる貫通流れの順序において）まず第１にフィルタ１３、それからポンプ１４および
バルブ１６を備える。そして、それらを経由して、液体はインジェクタ１７まで通過する
。ポンプ１４とバルブ１６との間のライン部分には、センサ１５、特に圧力センサまたは
温度センサまたは圧力センサと温度センサとの組み合わせ、が提供されることができる。
液体２をインジェクタ１７まで通過させる代わりとして、バルブ１６は、戻りライン１１
への送給も許容する。そして、それを介して、液体２はタンク１へ戻し供給されて、した
がってタンクの中へとチャンバ９を出る。
【００５０】
　ポンプ１４、バルブ１６、インジェクタ１７および／またはさらなるコンポーネントを
作動するために、コントローラ１８は設けられることができる。そしてそれは、信号導線
２３を経由してコンポーネントに接続される。加えて、コントローラ１８は、必要に応じ
て送給または加熱を始めるために、異なるセンサおよび／または（例えば、エンジンコン
トローラのような）上位のコントローラに接続されることができる。コントローラ１８は
、同様にチャンバ９内に統合されることができる。送給ユニット８によって送給される液
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体２は、インジェクタ１７を介して排ガスライン１９に供給される。そして、それを通っ
て、排ガスは定義済みの流れ方向２０に流れる。この場合、触媒的に活性な物質を用いて
適切な場合に、窒素酸化物のための還元剤のために、液体２の蒸発（例えば温度勾配での
分子の移動（ｔｈｅｒｍｏｐｈｏｒｅｓｉｓ））または転換（例えば加水分解）は起こる
ことができる。還元剤および排ガスのこの混合物は、それから排ガス処理ユニット２１（
特に触媒コンバータ）に供給されることができる。その結果、排ガスライン１９の窒素酸
化物は減少する。液体２は、この場合、排ガスライン１９において必要な液体２の量を好
ましくは考慮して、加えられる。
【００５１】
　図２は、チャンバ９の設計に特定の焦点が当てられたタンクの詳細を示す。ここで例示
されるタンク１の状態は、液体が大部分凍結して、そして、融解プロセスがある程度すで
に起こった状態である。したがって、空間２４はチャンバ９の周辺で形成される。前記空
間２４は凍結液体２５によって囲まれる。液体２の融解されまたは溶解された部分のボリ
ュームは、タンク底部５の近くにおいてチャンバ９の周辺に集まる。この場合、排出ライ
ン１０がタンク底部５の近くに、すなわち液体２の領域に配置されるように、チャンバ９
は形成される。対照的に、戻りライン１１は、液体２より上に配置されて、例えばノズル
の形でディストリビュータ２６を、この場合付加的に有する。戻りライン１１を介して放
出される液体２のすでに加熱された部分のボリュームは、今や、空間２４の壁または凍結
液体２５の境界を濡らして、したがって凍結液体２５に対する熱の放出を改善する。加え
て、チャンバ９より上の融解された液体２のドレンをセットすることが可能なバッフル構
造２７は、チャンバ壁に配置される。
【００５２】
　チャンバ９の内側には、液体２を送給するためのコンポーネント（すなわち、フィルタ
１３、ポンプ１４およびバルブ１６）に加えて、ヒータ２９が形成される。そしてそれは
、チャンバ９の壁上に熱伝導接触して配置される。このヒータ２９は、好ましくは電気ヒ
ータである。このヒータ２９は、必要に応じて作動することができて、チャンバ９の周辺
領域で熱を供給することができる。チャンバ９の内部の方を向いて、ヒータ２９を覆う熱
絶縁層２８が、チャンバ頂部側３５上のヒータ２９のために設けられることもここで例示
される。これはまた、チャンバ側壁またはそこに配置されるヒータ２９の方に同様に可能
である。熱絶縁層２８は、特に、チャンバ壁がチャンバ９の内部、特にそこに配置される
コンポーネントおよび／または下部に位置するベースプレートから熱的に切り離されるこ
とを確実にすることを目的とする。その結果、チャンバ９の内部の液体を有するラインは
、最初に凍結する。そして、タンクの内部のチャンバ９の周辺領域は、液体２の凍結をで
きるだけ長く遅延させる。
【００５３】
　図３は、送給ユニット８のコンポーネントを示さずに、チャンバ壁上のヒータ２９がど
のように実現されることができるかを例示する。この場合、ヒータ２９が複数の加熱セグ
メント３３（または発熱体）を有することは、特に示される。そしてそれは、チャンバ高
さ３７に亘って互いに平行におよび／または互いに間隔を置くようにして配置される。こ
の場合、３つの加熱セグメントは、チャンバ側壁３４に沿って周辺的に延びる。そして、
平面電気発熱体３３は、チャンバ頂部側３５上に設けられる。チャンバ側壁３４上でチャ
ンバ高さ３７の間に配置される３つの加熱セグメント３３は、自己制御発熱体として実現
される。これらは、同時に、充填レベルゲージとして機能するように設計される。この目
的のために、加熱セグメント３３は、コントローラにだけでなく電源３８にも接続される
。その結果、必要に応じて目標とされる電源または必要に応じて目標とされる電気抵抗の
決定は、可能である。加えて、スイッチ３６（特にサーモスタットスイッチとして知られ
る）は、これらの加熱セグメント３３の加熱作用を制限するために設けられることができ
る。
【００５４】
　図４は、タンクが少なくとも部分的に満たされていながら、特に保守しやすい方法で送



(12) JP 5848257 B2 2016.1.27

10

20

30

40

50

給ユニット８を取り外すことを可能にするために、この種のチャンバ９がどのように設計
されることができるかについて例示することを目的とする。この目的のために、送給ユニ
ット８のコンポーネントは、（別々の（例えば金属））ベースプレート３２上に配置され
る。ベースプレート３２は、適切なシール３０を介してタンク底部５に（着脱可能に）接
続される。ここでタンクの統合された部分であるチャンバ壁は、排出ライン１０および戻
りライン１１を介してタンクの内部に通じている。これらの２つの流体ラインに関してこ
こでは別々のドレンブロック３１が設けられる。そしてそれは、フィルタ１３、ポンプ１
４およびバルブ１６を有するベースプレート３２が取り除かれるときに自動的に閉じるこ
とが好ましくて、したがって、排出ライン１０および／または戻りライン１１を介して液
体２が流出するのを防止することが好ましい。ドレンブロック３１は、機械的にまたは電
気的に作動することができる。加えて、フィルタ１３内に位置する液体の部分的ボリュー
ムの流出を回避するために、フィルタ１３の近くに対応するブロッキング手段を設けるこ
とも、ここで提案される。このドレンブロック３１は、フィルタのまたは隣接する流体ラ
インの一部でありえる。
【００５５】
　図５は、タンク底部５の近くに配置されて、送給ユニット８が内部に配置されるチャン
バ９を有するタンク１のさらなる構成を例示する。チャンバ９は、ヒータ２９を有して実
現される。再び、凍結液体２５がタンク１の内側に位置することがここで示される。この
凍結液体２５は、チャンバ９内のヒータ２９によって部分的に溶解されている。このタン
ク１の特別の特徴として、タンク底部５上のチャンバ９の周辺に、融解された液体のため
の一種の液溜めを表す窪み４１が形成されることは、ここで強調されることができる。こ
の窪み４１は、特に排出ライン１０を介して吸い込みによってすでに融解されまたは溶解
された液体を抽出するために、この程度まで適切である。この場合、ヒータ２９によって
チャンバ９内に発生する熱をこの窪み４１にも導くために、この窪み４１内にまたはタン
ク底部５の他の領域内に達する熱伝導手段３９は、設けられる。これらの熱伝導手段３９
は、例えば、金属箔の、金属リングのおよび／または金属スリーブの形でありえる。そし
てそれは、タンク底部５上におよび／または内に埋め込まれる。この例示的実施形態では
、熱伝導手段３９は、チャンバ９の固定手段の一部である。
【００５６】
　加えて、溶解プロセスによって形成される空間２４において生じる真空を回避するため
に、このタンク１は、局所通気ヒータ４０を備える。この局所通気ヒータは、排出ライン
１０の近くのチャンバ９またはタンク底部から始まってタンク底部５に沿って延び、そし
て、タンク頂部７の付近まで１つのタンク側部６に沿って進む。この通気ヒータ４０（こ
こでは直線的に示される）は、被加熱噴射ライン１２と共に形成される。ヒータ２９が設
けられる噴射ライン１２は、この場合タンク壁と接触して延びる。そうすると、目標とさ
れるチャネル４２は、ヒータ２９およびタンクの内部のタンク壁を経た熱の導入によって
溶解される。その結果、空間２４は、タンク頂部７の近くの空間に接続されるかまたはこ
の空間と通じることができる。
【００５７】
　加えて、図５は、通気ヒータ４０のさらに別の実施形態を例示する。タンク１のための
タンク固定手段４５は、図５に示される。このタンク固定手段４５は、加熱可能な方法で
任意に構成されることができて、それゆえ、特定のチャネル４２を自由に溶解することが
できる通気ヒータ４０を形成することができる。適切な場合、通気ヒータ４０は、タンク
壁上に印刷される（電気的に加熱可能な）導体トラックによって形成されることもできる
。
【００５８】
　通気ヒータ４０のさらなる実施形態として、チャンバ９上のアンテナ４８は、図５に表
される。このアンテナ４８は、タンク１の高さの間に延びて、特定のチャネル４２を開く
溶解のための能動的ヒータを有することができる。代わりに、または加えて、加熱管また
はヒートパイプは、アンテナ４８に設けられることができる。前記加熱管は、特定のチャ
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ネル４２を形成するためにチャンバ９からアンテナ４８内に熱を運搬する。
【００５９】
　図６は、被加熱噴射ライン１２を有するこの種の通気ヒータ４０の可能な構成を断面で
示す。この目的で、タンク１は、例えば噴射ラインが導入されるかまたは固定されること
さえできるガイド４３を有して形成される。噴射ライン１２の周囲のヒータ２９の作用の
結果、チャネル４２は、タンク１の内部におけるガイド４３周辺で形成される。ヒータ２
９の誘導された熱効果のために、タンク１の外側の方に配置される絶縁層２８も、ここで
設けられる。したがって、被加熱噴射ライン１２の第１の小領域４６（それはタンク１上
に配置される）、および第２の小領域４７（それはタンク１から離れる方に向く）は、形
成される。熱絶縁層２８のために、第２の小領域４７は、第１の小領域４６の熱伝達係数
よりも低い熱伝達係数を有する。その結果、熱は、タンク１の内部により多く放散して、
外側に向けてはより少ない。被加熱噴射ライン１２に関する限り。
【００６０】
　熱絶縁層２８は、カバー４４内に統合される。そして、それによって、ガイド４３は（
解放可能に）閉鎖することができる。その結果、噴射ライン１２は、このようにして保護
される。
【００６１】
　図７および図８は、本発明による装置のタンク１の２つの異なる詳細を示す。いずれの
場合も、液溜めのような窪み４１を有するタンク底部５の詳細が示される。この窪み４１
において、チャンバ９は、タンク底部５の開口部内に下から挿入される。チャンバ９は、
シール３０によってタンク底部５から封止される。シール３０は、ここではＯリングシー
ルとして構成される。タンク底部５、シール３０およびチャンバ９を一緒にクランプする
ために、保持エレメント５０は、タンク底部５に入れられる。保持エレメント５０は、例
えば、タンク底部５において鋳造することができる。ＳＡＥネジ接続５１は、クランプす
る目的で保持エレメント５０上に作用することができる。
【００６２】
　図７に例示されるタンク１の構成によれば、窪み４１のためのヒータ２９は、タンク底
部５に入れられる熱導体によって理解される。熱導体は、例えば金網またはシートメタル
片でありえる。タンク１の図８において選択される構成によれば、窪み４１のためのヒー
タ２９は、タンク底部５の内側からタンク壁５に対して押圧される。ヒータ２９は、金網
としてまたはシートメタル片としてここで構成されることもできる。ヒータ２９は、クラ
ンプ４９によってタンク底部５に対して押圧されることができる。クランプ４９およびヒ
ータ２９は、チャンバ９に固定されることができる。好ましくは、ヒータ２９およびクラ
ンプ４９は、この目的のために必要なタンク１の範囲内のアセンブリなしで、それらがタ
ンク底部５の開口部内にチャンバ９と共に挿入されることができるように構成される。
【００６３】
　完全性のために、図において個々に示されるチャンバ９、ヒータ２９、通気ヒータ４０
およびドレンブロック３１の設計が別々であり、適切な場合、知られた従来技術の有利な
展開も互いに個々に実施することができる点に留意する必要がある。
【符号の説明】
【００６４】
　１…タンク
　２…液体
　３…充填口
　４…充填レベルゲージ
　５…タンク底部
　６…タンク側部
　７…タンク頂部
　８…送給ユニット
　９…チャンバ
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　１０…排出ライン
　１１…戻りライン
　１２…噴射ライン
　１３…フィルタ
　１４…ポンプ
　１５…センサ
　１６…バルブ
　１７…インジェクタ
　１８…コントローラ
　１９…排ガスライン
　２０…流れ方向
　２１…排ガス処理ユニット
　２２…自動車両
　２３…信号導線
　２４…空間
　２５…凍結液体
　２６…ディストリビュータ
　２７…バッフル構造
　２８…絶縁層
　２９…ヒータ
　３０…シール
　３１…ドレンブロック
　３２…ベースプレート
　３３…加熱セグメント
　３４…チャンバ側壁
　３５…チャンバ頂部側
　３６…スイッチ
　３７…チャンバ高さ
　３８…電源
　３９…熱伝導手段
　４０…通気ヒータ
　４１…窪み
　４２…チャネル
　４３…ガイド
　４４…カバー
　４５…タンク固定手段
　４６…第１の小領域
　４７…第２の小領域
　４８…アンテナ
　４９…クランプ
　５０…保持エレメント
　５１…ＳＡＥ閉鎖
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